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一、最近10年の中国石油消費の特徴

二、2015年までの中国石油需給の展望

三、中国の石油安全保障問題

四、主な結論

主な内容
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1995～2006年の国内の原油生産高は年率1.9%で増加、2006年に1.84億トン達した。

1995年我が国の石油対外依存度は7%、2000年に27%に達し、2006年にさらに47%に上昇。

1、石油消費は急速に増加、対外依存度は大幅に上昇
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2、石油消費は急速に増加、石油製品の消費構造は比較的大きく変化
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1995－2006年の中国の主要石油製品の消費構成　　単位：万トン

軽油とナフサの消費比率は急速に上昇

ガソリンの比率は減少、重油の比率は大幅に減少
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2.1　交通運輸、農用車と農機具は軽油消費増加の主な原因
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1995-2006年、中国の軽油自動車、農用車と農業用機械の軽油消費量は2468万トンから

7653万トンに増加した。年増加率は10.8%、同期軽油平均増加率9.4%より大きい。

軽油対ガソリンの消費比率は1.5:1から2.3:1に上昇
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2.2　ガソリン車とバイクの急増はガソリン消費急増の主な原因
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1995-2006年、自動車とバイクの保有台数は急

増し、年平均増長率はそれぞれ12.4%と17.7%。

同期、ガソリン消費は年平均5.3%で増加し、自

動車の1台当たりの消費量は3.2トン/年から1.4

トン/年に低下。バイクは0.13トン/年で横ばい。
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2.3　航空輸送は加速的に発展し、ジェット燃料の消費は急速に増加

1995-2006年、我が

国の石油消費は年

率 7 . 6 % で 増 加 し 、

2006年に1150万トン

に達し、1995年より

638万トン増加。
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1995-2006年、民用航空の旅客輸送量は年率12%で増加、最近5年の増加率は更

に16.8%に上昇。

1995-2006年、民用航空の貨物輸送量は年率14%で増加、最近5年の増加率は

16.6%に上昇。

1995年我が国の民用航空のジェット燃料消費量は271万トンで、灯油消費の58%を

占めた。2006年に民用航空のジェット燃料消費量は992万トンに達し、灯油消費の

86%を占めた。
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2.4　エチレン産業の急速発展は化学工業用石油消費の急増をもたらした

1995-2006年、我が国のエチレン生産高は240万トンから941万トンに増加、年

増加率は13%に達した。

2006年に化学工業用石油消費量は4118万トン、軽油とガソリンに次ぐ。

いくつかの大規模エチレン工場の稼働により、今後化学工業用石油消費は引き

続き急速に増加する見通し。

1995-2006年中国化工用油增长情况
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2.5　ガソリン、灯油、軽油は基本的に自給自足

重油の純輸入量は最も多く、2006年に2537万トン

ガソリンは純輸出を維持し、2006年に344万トン。

灯油の純輸入が拡大し、2006年に191万トン

前世紀末期以降、軽油の輸出量が大きくない。2006年に輸入70万ト、輸出77万トン。
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主な内容

一、最近10年の中国石油消費の特徴

二、2015年までの中国石油需給の展望

三、中国の石油安全保障問題

四、主な結論
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（一）　中国の石油需要の分析

1990年以来、中国

の経済成長の変動

が比較的大きかった。

2000年以来、中国

の経済は安定・高速

に成長を見せた。

1978年以来、第1次

産業の比重は低下、

第2次産業は横ばい、

第3次産業は急速に

上昇。2006年に第1、

2、3次産業の比重

はそれぞれ12%、49%、

39%

1、中国のGDPは安定・高速の成長時期に入り、第３次産業のシェアは顕著に増加
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2、中国の人口増加率は低下、都市化率が上昇、道路輸送が急速に発展

人口の増加率は著しくて低下。1995年以前1%以上、2006年0.5%、 10年で0.5ポイント低下。

都市化率は比較的高速に増加。1980年19%、1990年26%、2000年に36%、2006年44%に上昇。

2000-2006年、ガソリン車、バイク、軽油自動車、農用車の年平均伸び率はそれぞれ16%、

14%、13%、7%。バイク、農用車の伸び率が低下。

2000-2006年、我が国の道路部門の旅客輸送量と貨物輸送量は年率でそれぞれ7%と8%

で増か。水運の旅客輸送量と貨物輸送量の年平均増加率はそれぞれ-5%と15%；民用航

空の旅客輸送量と貨物運送量の年平均増加率はそれぞれ16%と11%。
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7.8%（8.2%）8.3%（8.7%）8.5%（8.9%）道路旅客（貨物）輸送

2%（7.9%）1.9%（8.8%）1.9%（9.2%）水運旅客（貨物）輸送

2.7%3.3%3.9%農用車保有台数

3%4%5%バイク保有台数

0.8%都市化上昇率

14.4%15.9%16.7%ガソリン車保有台数

8.2%9.1%9.6%軽油車保有台数

0.5%人口増加率

8.7%（8.1%）10.1%（9.2%）11.1%（9.9%）航空旅客（貨物）輸送

三次産業の成長率はそれぞれ3.8%、

8.6%と6.8%で、2015年の比重はそれ

ぞれ8.3%、49.4%と42.3%

三次産業の成長率はそれぞれ

4.1%、9.8%と8.4%で、2015年の比

重はそれぞれ7.7%、49.0%と43.3%

三次産業の成長率はそれぞれ

4.4%、10.7%と10.6%で、2015年の比

重はそれぞれ7.0%、46.8%と46.3%

三次産業の比重

2020年一人当たりGDPは2000年の

4倍、GDP年成長率7.5%前後

GDP成長率は逓減、2007年11%

前後、2013年7.5%に低下

2007年11.5%、以降10%。GDPの年平均成長率

低成長シナリオ可能性最大シナリオ高成長シナリオ

2015年までの中国石油消費のシナリオ分析の前提条件
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可能性最大シナリオにおける2015年までの我国

成品油消费の展望

可能性最大シナリオの石油製品の需要構成（単位：万トン）
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ガソリンの消費シェアは15%に推移。

灯油のシェアは3%から徐々に5%に増加。

軽油のシェアはさらに向上し、2015年に37%に上昇。

重油の消費量は小幅に増加、シェアは12%に低下。

石油化学用石油消費は急速に増加、シェアが急速に上昇、2015年に23%に
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（二）　国内の原油供給の展望

20世紀90年代来、石油可採埋蔵量は年平均1.5億トン程度増加、今後15-20年内1.4-1.8

億トン程度の増加が維持される見通し。

2000年来中国の原油生産量は年平均300万トン増大。2007年原油生産量は1.86億トン以

上。2015年の原油生産量が2億トン以上、需給ギャップは3億トンに達する見通し。

1990—2008年中国原油产量（百万吨）
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4.734.684.623.873.833.783.07原油処理量

86858486858488稼働率 %

5.54.53.48一次加工能力

5.335.154.924.234.214.103.46石油需要

高成長
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可能大シナ
リオ

低成長
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高成長
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ナリオ

20152010

2006
分類

（億トン）

2015年、我が国の石油需要量と石油製品を国内供給によりまかなうことを前提に

展望すると、2015年に我が国の石油の一次加工能力は5.5億トン/年前後に達する

見通し。稼働率は84%程度、現在より低い。

今後10―15年内で、我が国の石油精製産業はさらに加速的に発展し、配置はさら

に改善し、いくつかの超大型規模の石油精製基地が形成される見通し。

（三）　国内石油精製能力の展望



17

IEEJ：2008年3月掲載

（四）　2015年まで中国の石油製品が基本的に国内の供給により
まかなう態勢は変わらない

-516 

1614 

2130 

-812 

17556 

18368 

1484 

8778 

7294 

-26400 

19800 

46200 

2015 

低成長シナリオ

2010 2015 2010 2015 2010 2006 

19400 19800 19400 19800 19400 18368 国内生産

高成長シナリオ
可能性最大シナリ
オ

実績値
年種類

37800 47300 38700 46750 38250 30651 処理量
原油

（万トン）
-18400 -27500 -19300 -26950 -18850 -12283 差分

1470 2463 1562 2332 1539 1150 需要量
灯油

（万トン）
1321 1653 1352 1633 1336 960 国内生産

-149 -810 -210 -699 -203 -190 差分

158 -1796 191 -1449 103 23 差分

14364 17974 14706 17765 14535 11653 国内生産

14206 19770 14515 19214 14432 11630 需要量
軽油

（万トン）

996 1041 921 1210 911 421 差分

7182 8987 7353 8883 7268 5591 国内生産

6186 7946 6432 7673 6357 5170 需要量ガソリ
ン

（万トン）

前提として、主要石油製品の収率が2001-2006年の水準を維持し、ガソリン19%，軽油38%，　
　灯油3.5%。
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主な内容

一、最近10年の中国石油消費の特徴

二、2015年までの中国石油需給の展望

三、中国の石油安全保障問題

四、主な結論
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（一）　“七五”計画以来の中国の石油・天然ガスの発展計画の

主な比較

節約優先、国内立脚、多元化の発展、環境保護、国際互恵協力の強化。石油ガスの

生産は“東部能力の開発、西部の発展、海上の加速、南方の開拓”。基幹パイプライ

ン、中枢中継地、戦略備蓄の建設の強化、石油代替の積極・安定的推進

石油ガス同時推進、石油資源の探査強化と合理的開発、海上石油の発展；海外資源

の積極的利用、海外の石油・天然ガスび供給基地を建設、石油輸入の多元化；国家

石油備蓄の創設、国家石油安全の確保

資源開発の強化、予備埋蔵量の増加、油田ガス田の安定増産とともに、国外の一部

資源を利用。陸上では“東部安定、西部発展、石油ガス同時推進、開放拡大”戦略、

海上では“継続開放、自主拡大、石油ガス同時推進、安定成長”戦略

東部安定、東部主力油田の安定増産を重点に；西部発展、西部の探鉱活動に集中；

海上油田・ガス田の探鉱開発の加速；天然ガスの探鉱開発と重点地区の生産強化

原油生産量の責任制、旧油田の拡張建設、国外の先進技術と管理ノーハウの導入；

天然ガス探鉱の強化、石油・ガスのアンバランスの改善

“九五”計画

（1996—2000）

“十五”計画

（2001—2005）

“十一五”計画

（2006—2010）

“八五”計画

（1991—1995）

“七五”計画

（1985—1990）

“七五”計画以来の中国の石油・天然ガスの発展計画の重点内容
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（二） 　“七五”計画以来の中国の石油安全観の変化の主な経緯

1、石油安全の重心は供給増加から不合理消費の抑制へ転換

生産増加はますます困難

消費は「粗放型」で増加が速すぎ

原油生産の年平均増加量268万トン
石油製品の年平均増加量461万トン

原油生産の年平均増加量214万トン
石油製品の年平均増加量947万トン

原油生産の年平均増加量272万トン
石油製品の年平均増加量1269万トン

原油生産の年平均増加量364万トン
石油製品の年平均増加量2084万トン 七五：生産量の責任制，探査開発の強化

八五：主力油田の開発

九五：節約と開発、节约与开发ともに推進、
効率向上

十五：節約優先、合理的資源開発

十一五：節約優先、省エネを重点に

“十五”でGDPあたりのエネルギー消費

の20%減の目標を明確に

「省エネ中長期計画」、「省エネ排出削減

総合方案」等の政策・法規
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2、安全の範囲は石油の安全からエネルギーシステムの安全へ拡大

石油安全の解決の考え方として、石油燃焼の減少からガスによる補填へ、さらに

石油代替へ発展

——七五：燃焼削減量1000万トン、燃焼比率40%から1990年の18%に減少

——八五、九五：石油ガス同時推進；十五期間中では、ガス探鉱利用の加速、海外ガスの利用、

　　　　ガス消費比率の向上

——十一五期間中では、石油代替の積極的安定的推進、石炭とバイオによる液体代替の強化、

　　　　デモプロジェクトの推進、より長期の石油代替産業の発展のために基礎を構築。

石油の安全はエネルギーの安全へ発展し、エネルギーシステムの安全をより重視

——秩序ありの石炭産業の発展、石油・ガス発展の加速、水力の積極的開発、火力発展の最適

　　　　化、原子力発電の建設の推進；再生エネルギーの力強く発展

　――五大プロジェクト：エネルギー基地の建設、エネルギー貯蔵と運輸、石油代替、再生エネル　

　　　　ギーの産業化、新しい農村エネルギー
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1985—2006年石油供需差变化趋势
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3、石油の安全の着眼点は“自己安全”から“共同安全”に

七五、八五、九五、十五期間中では、石油の

安全観は自らの守りで自分の安全を守る

——本国の資源を頼りに埋蔵量と生産量を

増加し、自国の供給能力を増大し、石油の安全

供給を確保

——探査活動を強化し、合理的に国内石油

資源を開発し、積極的に国外の資源を利用し、

海外の供給基地を建設し、石油の輸入多元化

を図る。国家の石油戦略備蓄を建設し、国家の

エネルギーの安全を保障する。

十一五期間中では、石油の安全観は自国に

立脚し、地域と世界の互恵協力、多元化発展、

共同保障を重視
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（三）　中国の石油安全観の変化は中日石油協力の新しい分野を提供

中日石油協力の主な分野：

——省エネ・排出削減技術の協力

　　油田開発のエネルギー消費の削減、油田・ガス田の自家消費率の削減、天然ガスの空

　　中への放出と廃水による環境汚染の解決、クリーン自動車計画の実施、ハイブリッド自　

　　動車の発展

——石油代替エネルギーの協力

　　積極的かつ確実に石油代替プロジェクトを推進、石炭とバイオによる液体代替、秩序あり

　　重点デモプロジェクトを建設、より長期の石油代替産業の発展を図る

——石油パイプラインシステムと貯蔵施設の建設

　　基幹石油・ガスパイプラインの建設を強化、必要な複線と重要連絡線を増設、重点中枢

　と戦略貯蔵施設の建設を加速、全国の基幹ネットワークと地域の重点ネットワークを形成。
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主な内容

一、最近10年の中国石油消費の特徴

二、2015年までの中国石油需給の展望

三、中国の石油安全保障問題

四、主な結論
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主な結論

2015年まで中国の石油需要は5.2億トン前後に、ガソリン、灯油、軽油及び石油

化学工業用の需要は急速に増加し、石油輸入量は3億トンに達する見通し。

2015年まで中国の石油精製能力は高速に発展し、国内石油製品の自給自足の

状況は大きく変わらない。

中国の石油安全保障の中核は依然として供給の安全。安全保障のためには節

約と代替を重視し、エネルギー全体の角度から石油の安全を解決し、全世界と地

域の角度から共同の安全を考慮すべき。

中日の石油安全の協力分野がさらに広がり、特に省エネ・排出削減、石油代替、

インフラ建設等における技術協力は現実性と可能性がある。
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胡錦涛：経済のグローバル化がますます発展する今日、各国・各地域における連

絡と共同行動はさらに深まっている。すべての国はエネルギー資源を十分に利用

して自国を発展させる権利を有している。大多数の国は国際協力抜きにエネルギ

ーの安全保障を得ることができない。

全世界のエネルギー安全を保障するために、世界各国が互恵協力、多元化発展、

共同保障という新しいエネルギー安全観を樹立と実行すべき。

――エネルギーの輸出国と消費国、消費大国の間の対話と協力を強化。

――省エネ技術の研究開発と普及を強化し、各国のエネルギー消費効率の向上

を支持と促進。

――共同にエネルギー生産国、特に中東地域の安定を維持し、世界のエネルギー

輸送通路の安全を確保
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ThanksThanks！！

お問合せ：report@tky.ieej.or.jp


